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劉
辰
翁
評
と
の
比
較
を
通
じ
た
李
賀
詩
王
琦
注
の
分
析

奥    

野    

新
太
郎

一　

は
じ
め
に

唐
の
詩
人
李
賀
（
字
は
長
吉
、
七
九
一
～
八
一
七
）
の
詩
に
は
、
歴
代
多
く
の
注
釈
や
批
評
が
行
わ
れ
て
き
た
︒
と
り
わ
け
清
の

王
琦
（
一
六
九
六
～
一
七
七
四
）
に
よ
る
注
釈
本
で
あ
る
﹃
李
長
吉
歌
詩
彙
解
﹄（
以
下
﹃
彙
解
﹄
と
略
称
）
は
、
世
界
書
局
の
中

国
文
学
名
著
﹃
李
賀
詩
注
﹄（
曾
益
﹃
昌
谷
集
﹄
と
﹃
三
家
評
注
李
長
吉
歌
詩
﹄
を
併
せ
た
も
の
）
や
、
上
海
古
籍
出
版
社
の
中
国

古
典
文
学
叢
書
﹃
三
家
評
注
李
長
吉
歌
詩
﹄（
姚
文
燮
﹃
昌
谷
集
註
﹄、
方
扶
南
﹃
李
長
吉
詩
集
批
註
﹄
と
併
せ
て
収
録
）
に
収
録
さ

れ
、
李
賀
詩
の
注
釈
の
な
か
で
も
評
価
の
高
い
も
の
と
し
て
、
現
在
最
も
広
く
通
行
し
て
い
る
李
賀
詩
の
注
釈
の
一
つ
で
あ
る
︒

本
稿
は
、
李
賀
詩
の
王
琦
注
に
つ
い
て
、
主
に
そ
の
解
釈
の
方
法
論
的
特
徴
や
王
琦
の
解
釈
者
と
し
て
の
立
場
に
つ
い
て
分
析
を

試
み
る
︒
そ
の
際
、
劉
辰
翁
（
字
は
会
孟
、
号
は
須
渓
、
一
二
三
二
～
一
二
九
七
）
に
よ
る
李
賀
詩
へ
の
評
点⎝
₁
⎠を

比
較
対
象
と
し
て

取
り
あ
げ
る
︒
両
者
を
比
較
す
る
理
由
は
、
彼
ら
が
解
釈
者
と
し
て
タ
イ
プ
が
違
う
こ
と
に
加
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
王
琦
注
は
明

ら
か
に
劉
辰
翁
評
と
反
目
す
る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
同
一
作
家
に
対
す
る
相
反
す
る
解
釈
態
度
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
王
琦
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注
と
劉
辰
翁
評
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
よ
り
浮
き
彫
り
に
す
る
︒
さ
ら
に
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
国
古
典
詩
研
究
に
お
け
る

〝
読
み
〟
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
︒

二　

注
釈
者
王
琦
に
つ
い
て

王
琦
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、程
国
賦
・
蔣
暁
光
﹁
清
代
王
琦
生
平
考
証⎝

₂
⎠﹂、宋

紅
霞
﹁
清
代
学
者
王
琦
的
生
平
経
歴
及
注
釈
学
成
就⎝

₃
⎠﹂、

孫
易
君
﹁
清
人
王
琦
家
世
及
生
平
新
考⎝
₄
⎠﹂

な
ど
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
ま
ず
王
琦
の
人
物

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
︒

王
琦
（
一
六
九
六
～
一
七
七
四
）、
原
名
は
士
琦
、
字
は
載
韓
（
一
字
に
載
庵
）、
号
は
琢
崖
、
晩
年
に
は
自
ら
胥
山
老
人
と
も
称

し
た
︒
浙
東
銭
塘
（
現
浙
江
杭
州
）
の
人
で
あ
る
︒
注
釈
書
に
﹃
李
太
白
全
集
﹄﹃
李
長
吉
歌
詩
彙
解
﹄
が
あ
る
ほ
か
、趙
殿
成
﹃
王

右
丞
集
箋
注
﹄
の
作
成
を
手
伝
っ
て
も
い
る
︒
趙
殿
成
は
王
琦
の
姉
婿
に
当
た
る
（
民
国
十
一
年
﹃
杭
州
府
志
﹄
巻
一
三
四
）︒
ま

た
文
学
に
加
え
て
医
学
に
も
造
形
が
深
く
、
医
書
と
し
て
﹃
周
慎
斎
遺
書
﹄﹃
医
林
指
月
﹄
の
編
著
が
あ
る
︒

注
釈
者
と
し
て
の
王
琦
の
評
価
は
高
く
、
現
在
の
李
白
研
究
及
び
李
賀
研
究
に
お
い
て
、
王
琦
の
注
釈
は
解
釈
の
た
め
の
重
要
な

先
行
研
究
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
例
え
ば
宋
紅
霞
前
掲
論
文
は
李
白
の
注
釈
を
取
り
あ
げ
て
、
歴
代
の

李
白
評
価
に
お
け
る
最
大
の
論
点
の
一
つ
で
あ
る
李
杜
優
劣
論
に
対
す
る
王
琦
の
﹁
持
論
平
正⎝
₅
⎠﹂
な
態
度
を
取
り
あ
げ
、
揚
杜
と
揚

李
と
ど
ち
ら
に
も
与
し
な
い
公
平
な
態
度
を
高
く
評
価
す
る
︒
ま
た
こ
の
態
度
は
先
人
の
注
に
つ
い
て
そ
の
解
釈
の
是
非
を
判
断
す

る
際
に
も
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
王
琦
自
身
が
注
を
付
け
る
際
の
博
覧
傍
証
と
併
せ
て
、
清
朝
考
拠
学
の
成
果
を
承
け
た
優
れ
て
客
観

的
な
解
釈
態
度
で
あ
る
と
さ
れ
る
︒
李
賀
詩
の
注
釈
に
お
い
て
も
や
は
り
同
様
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
張
紅
麗
﹁
王
琦
︽
李
長
吉

歌
詩
彙
解
︾
評
議⎝
₆
⎠﹂
は
李
賀
詩
の
王
琦
注
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
︒
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（
一
） 

先
行
す
る
諸
家
の
注
釈
を
博
捜
し
て
ま
と
め
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
慎
重
に
考
察
し
て
い
る
︒

（
二
） 

引
用
資
料
が
極
め
て
豊
富
か
つ
詳
細
で
あ
る
︒

（
三
） 
注
釈
の
内
容
が
、
先
行
注
釈
よ
り
も
広
範
か
つ
周
到
で
あ
る
︒

 

こ
の
よ
う
に
張
紅
麗
は
王
琦
注
を
高
く
評
価
す
る
と
同
時
に
、一
方
で
は
そ
の
不
足
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
︒

（
一
） 

引
用
の
み
で
説
明
し
な
い
と
き
が
あ
る
︒

（
二
） 

諸
説
を
並
記
し
て
判
断
し
な
い
と
き
が
あ
る
︒

（
三
） 

注
を
付
け
る
べ
き
箇
所
に
注
し
て
い
な
い
と
き
が
あ
る
︒

（
四
） 

引
用
資
料
が
不
適
当
、
或
い
は
牽
強
付
会
な
と
き
が
あ
る
︒

（
五
） 

重
複
す
る
注
を
省
略
し
て
お
り
、
閲
覧
に
不
便
な
と
き
が
あ
る
︒

（
六
） 

引
用
資
料
の
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
と
き
が
あ
る
︒

（
七
） 

字
義
を
解
説
す
る
際
に
、
字
音
を
解
説
し
な
い
︒　

＊
張
紅
麗
は
こ
れ
を
王
琦
注
の
﹁
一
大
缺
憾
﹂
と
す
る
︒

（
八
） 

語
句
の
解
説
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
句
意
や
詩
全
体
の
解
釈
や
鑑
賞
ま
で
到
達
し
な
い
と
き
が
あ
る
︒

な
お
張
紅
麗
は
こ
れ
ら
の
不
足
点
を
﹁
当
時
の
学
風
の
影
響
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
﹂
と
し
、
当
時
の
限
界
に
鑑
み
た
配
慮
を
示

し
て
お
り
、
総
じ
て
王
琦
注
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
︒
王
琦
注
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

先
行
研
究
に
よ
る
整
理
で
概
ね
尽
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
︒
だ
が
、
彼
の
解
釈
に
際
す
る
手
法
や
態
度
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
と
、
さ

ら
に
様
々
な
論
点
を
そ
の
注
釈
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
︒
で
は
、
王
琦
注
の
解
釈
学
的
特
徴
と
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
︒
以
下
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
つ
つ
考
察
を
加
え
て
み
た
い
︒
な
お
、
本
稿
は
李
賀
詩
そ
の
も
の
の
解
釈
の
問
題
に
は
原
則
と
し

て
立
ち
入
ら
ず
、
飽
く
ま
で
も
王
琦
が
ど
の
よ
う
に
李
賀
詩
を
理
解
し
、
解
釈
し
て
い
る
か
と
い
う
、
そ
の
手
法
こ
そ
を
問
題
と
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
︒



文
学
研
究
　
第
百
十
三
輯

14

三　

李
賀
詩
の
王
琦
注
に
つ
い
て

①
劉
辰
翁
評
へ
の
反
駁

分
析
に
先
立
ち
、
以
下
の
考
察
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
劉
辰
翁
の
評
に
対
す
る
王
琦
の
批
判
の
言
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
琦
は
劉
辰
翁
に
対
し
て
批
判
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
︒
そ
れ
は
ま
ず
何
よ
り
も
、﹃
彙
解⎝
₇
⎠﹄

巻
頭
に
収

録
さ
れ
て
い
る
杜
牧
の
序
文
に
付
さ
れ
た
王
注
に
明
言
さ
れ
て
い
る
︒

屢
云
、
妙
処
不
必
可
解
︒
試
問
、
作
詩
至
不
可
解
、
妙
在
何
処
︒
観
古
今
才
人
嘆
賞
長
吉
諸
詩
、
嘆
賞
其
可
解
者
乎
、
嘆
賞
其

在
理
外
者
乎
、
抑
嘆
賞
其
不
在
理
外
者
乎
︒
予
謂
、
須
谿
評
語
、
疑
誤
後
人
正
復
不
少
︒
而
自
附
于
長
吉
之
知
己
謬
矣
︒
宋
潜

渓
嘗
訾
劉
氏
評
詩
、
如
酔
翁
寱
語
、
終
不
能
了
了
︒
可
謂
知
言
︒

（
劉
辰
翁
）
屢し
ば
しば
云
う
、
妙
処
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
と
︒
試
み
に
問
う
、
詩
を
作
り
て
解
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
れ
ば
、
妙

は
何
処
に
在
り
や
︒
古
今
の
才
人
の
長
吉
の
諸
詩
を
嘆
賞
す
る
を
観
る
に
、
其
の
解
す
べ
き
者
を
嘆
賞
す
る
か
、
其
の
理
外
に

在
る
者
を
嘆
賞
す
る
か
、
抑
も
其
の
理
外
に
在
ら
ざ
る
者
を
嘆
賞
す
る
か
︒
予
謂お
も

え
ら
く
、
須
谿
の
評
語
、
疑
う
ら
く
は
後
人

を
誤
ら
し
む
る
こ
と
正
に
復
た
少
な
か
ら
ざ
ら
ん
︒
而
る
に
自
ら
長
吉
の
知
己
に
附
す
る
は
謬あ
や
まり
な
り
︒
宋
潜
渓
（
宋
濂
）
嘗

て
劉
氏
の
評
詩
を
訾そ
し

り
て
い
う
、
酔
翁
の
寱ね

ご
と語
の
如
し
、
終
に
了あ

き
ら了
か
な
ら
し
む
る
能
わ
ず
、
と
︒
知
言
と
謂
う
べ
し
︒

こ
こ
で
王
琦
が
﹁
妙
処
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
言
う
の
は
、
劉
辰
翁
の
評
語
に
し
ば
し
ば
見
え
る
﹁
不
必
可
解
﹂
と
い
う

語
を
指
し
た
も
の
で
あ
る⎝
₈
⎠︒
ま
た
、
こ
の
批
判
は
次
な
る
劉
辰
翁
の
言
葉
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
︒

旧
看
長
吉
詩
、
因
喜
其
才
、
亦
猒
其
渋
︒
落
筆
細
読
、
方
知
作
者
用
心
︒
料
他
人
観
不
到
此
也
︒
是
千
年
長
吉
猶
無
知
己
也
︒

以
杜
牧
之
鄭
重
為
叙
、
直
取
二
三
歌
詩
而
止
、
始
知
牧
亦
未
嘗
読
也
、
即
読
亦
未
知
也
︒
微
一
二
歌
詩
、
将
無
道
長
吉
者
矣⎝
₉
⎠︒
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旧か
つ

て
長
吉
の
詩
を
看
る
に
、
因
り
て
其
の
才
を
喜こ

の

む
も
、
亦
た
其
の
渋
た
る
を
猒い

と

う
︒
落
筆
細
読
す
る
に
、
方は

じ

め
て
作
者
の
心

を
用
い
る
を
知
る
︒
料
る
に
他
人
の
観
は
此
に
到
ら
ざ
る
な
り
︒
是
れ
千
年
長
吉
猶
お
知
己
無
き
が
ご
と
し
︒
杜
牧
の
鄭
重
に

叙
を
為
る
も
、
直
だ
二
三
の
歌
詩
を
取
り
て
止
む
を
以
て
、
始
め
て
牧
も
亦
た
未
だ
嘗
て
読
ま
ず
、
即た
と

い
読
め
ど
も
亦
た
未
だ

知
ら
ざ
る
を
知
る
︒
微
か
一
二
の
歌
詩
も
て
、
将は

た
長
吉
を
道
う
者
無
か
ら
ん
や
︒

劉
辰
翁
は
李
賀
の
詩
を
読
む
際
に
、﹁
落
筆
（
圏
点
と
評
語
を
書
き
込
む
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
⎠
₁₀
⎝

）
細
読
﹂
す
る
な
か
で
、
作

者
の
﹁
用
心
﹂
を
知
っ
た
と
言
う
︒
そ
し
て
、
従
来
の
人
々
に
よ
る
李
賀
詩
の
読
み
は
自
分
ほ
ど
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
こ
そ

が
李
賀
詩
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
﹁
知
己
﹂
で
あ
る
と
豪
語
す
る
︒
か
く
も
李
賀
詩
の
理
解
者
を
自
認
す
る
劉
辰
翁
に
あ
っ
て
、
そ

の
彼
が
﹁
不
必
可
解
﹂
な
る
発
言
を
以
て
、
解
釈
で
き
な
い
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
王
琦
は
理
解
に
苦
し
ん
だ
の
だ
ろ

う
︒
何
故
な
ら
、
王
琦
に
お
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
詩
句
の
意
味
の
理
解
こ
そ
が
何
よ
り
も
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
︒
な
れ
ば
こ
そ
、﹁
不
必0

可
解
﹂
な
ど
と
開
き
直
る
劉
辰
翁
の
発
言
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
︒

②
李
賀
詩
は
解
読
可
能
で
あ
る

李
賀
詩
に
注
釈
を
施
す
に
あ
た
り
、
王
琦
の
念
頭
に
は
、﹁
李
賀
詩
は
解
読
可
能
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
﹂
と
い
う
信
念
が
存
在
し

て
い
る
と
思
し
い
︒﹃
彙
解
﹄
王
琦
序
に
言
う
︒

又
樊
川
序
中
反
覆
称
美
、
喩
其
佳
処
凡
九
則
︒
後
之
解
者
、
祇
拾
其
﹁
鯨
呿マ
マ

鰲
擲
、
牛
鬼
蛇
神
、
虚
荒
誕
幻
﹂
之
一
則
、
以
為

端
緒
、
煩
辞
巧
説
、
差
爽
尤
多
︒
余
集
所
見
諸
家
箋
註
、
刪
去
浮
蔓
而
録
其
確
切
者
、
間
以
鄙
意
辨
析
其
間
︒
有
竟
不
可
解
者
、

多
因
字
画
訛
舛
、
難
可
意
揣
、
寧
缺
無
鑿
、
期
于
不
失
原
詩
本
来
面
目
、
勿
令
後
之
観
者
、
因
箋
釈
之
不
明
、
而
反
堕
冥
冥
雲

霧
中
也
︒

又
た
樊
川（
杜
牧
）序
中
に
反
覆
し
て
称
美
し
、其
の
佳
処
を
喩
う
る
こ
と
凡
そ
九
則
あ
り
︒
後
の
解
す
る
者
は
、祇た

だ
其
の﹁
鯨
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呿
鰲
擲
、
牛
鬼
蛇
神
、
虚
荒
誕
幻
﹂
の
一
則
の
み
を
拾
い
て
、
以
て
端
緒
と
為
し
、
煩
辞
巧
説
し
、
差
爽
尤
も
多
し
︒
余
は
見

る
所
の
諸
家
の
箋
註
を
集
め
、
浮
蔓
を
刪
去
し
て
其
の
確
切
た
る
者
を
録
し
、
間
ま
鄙
意
を
以
て
其
の
間
に
辨
析
す
︒
竟
に
解

す
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る
も
、
多
く
字
画
の
訛
舛
に
因
れ
ば
、
意
も
て
揣は
か

る
べ
き
こ
と
難
く
、
寧
ろ
鑿
つ
こ
と
無
き
に
缺
く
も
、

原
詩
の
本
来
の
面
目
を
失
わ
ざ
る
を
期
し
、
後
の
観
る
者
を
し
て
、
箋
釈
の
不
明
に
因
り
て
、
反
っ
て
冥
冥
な
る
雲
霧
の
中
に

堕
さ
し
む
る
勿
か
ら
ん
と
す
︒

李
賀
詩
は
杜
牧
の
序
文
に
見
え
る
﹁
鯨
呿
鰲
擲
、
牛
鬼
蛇
神
、
虚
荒
誕
幻
﹂
と
い
う
評
⎠
₁₁
⎝

以
来
、
そ
の
奇
な
る
部
分
ば
か
り
が
取
り

沙
汰
さ
れ
、
様
々
に
評
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
誤
り
（
＝
差
爽
）
で
あ
る
と
王
琦
は
言
う
︒
王
琦
は
李
賀
詩
を
注
す
る

に
際
し
て
、
歴
代
の
注
を
集
め
、
そ
の
﹁
浮
蔓
﹂
を
削
り
、
信
頼
で
き
る
確
か
な
解
釈
の
み
を
採
録
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
そ
こ

に
私
見
を
加
え
て
い
る
︒
ま
た
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、詩
の
文
字
の
誤
り
の
せ
い
で
あ
ろ
う
と
言
う
︒

こ
こ
に
は
、
李
賀
詩
に
対
す
る
従
来
の
偏
見
を
退
け
、
理
解
可
能
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
注
釈
し
よ
う
と
す
る
王
琦
の
態
度
が
窺
え
る
︒

読
め
な
い
箇
所
は
原
文
が
誤
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
言
い
換
え
れ
ば
原
文
の
誤
字
で
も
無
い
限
り
李
賀
詩
は
理
解
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
、〝
鬼
才
〟
と
呼
ば
れ
、〝
奇
〟
を
以
て
評
さ
れ
、
そ
の
理
解
の
困
難
さ
を
強
調
さ
れ
続
け
て
き
た
李
賀

詩
の
伝
統
的
評
価
に
対
す
る
王
琦
に
よ
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
も
言
え
る
︒

で
は
、
そ
の
注
釈
は
実
際
に
い
か
な
る
も
の
な
の
か
︒
以
下
、
例
を
挙
げ
て
見
て
み
よ
う
︒
例
え
ば
﹁
李
憑
箜
篌
引
﹂（
巻
一
）

に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
以
下
、
王
琦
注
は
紙
幅
の
都
合
上
、
必
要
に
応
じ
て
一
部
省
略
し
つ
つ
引
用
す
る
︒
ま
た
注
文
の
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）︒

呉
糸
蜀
桐
張
高
秋
、
空
山
凝
雲
頽
不
流
︒

江
娥
啼
竹
素
女
愁
、
李
憑
中
国
弾
箜
篌
︒

﹁
糸
﹂﹁
桐
﹂、
詠0

其
器
︒﹁
高
秋
﹂、
詠0

其
時
︒﹁
空
山
雲マ

凝マ

﹂、
詠0

其
景
︒﹁
江
娥
啼
竹
素
女
愁
﹂、
詠
其
声
能
感
人
情
志
︒

糸
之
精
好
者
出
自
呉
地
、
故
曰
﹁
呉
糸
﹂︒
蜀
中
桐
木
宜
為
楽
器
、
故
曰
﹁
蜀
桐
﹂︒﹃
歳
華
紀
麗
﹄、
九
月
曰
高
秋
、
亦
曰
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暮
秋
︒﹃
博
物
志
﹄、
舜
之
二
妃
曰
湘
夫
人
、
舜
崩
、
二
妃
以
涕
揮
竹
、
竹
尽
斑
︒﹃
史
記
﹄、
太
帝
使
素
女
鼓
五
十
絃
瑟
、
悲
、

帝
禁
不
止
、
乃
破
其
瑟
為
二
十
五
絃
︒

崑
山
玉
砕
鳳
凰
叫
、
芙
蓉
泣
露
香
蘭
笑
︒

﹁
玉
砕
﹂、
状0

其
声
之
清
脆
︒﹁
鳳
叫
﹂、
状0

其
声
之
和
緩
︒﹁
蓉
泣
﹂、
状0

其
声
之
惨
澹
︒﹁
蘭
笑
﹂、
状0

其
声
之
冶
麗
︒﹃
韓

詩
外
伝
﹄、
玉
出
於
崑
山
︒﹃
楚
辞
章
句
﹄、
芙
蓉
、
蓮
花
也
︒
劉
勰
﹃
新
論
﹄、
秋
葉
泫
露
如
泣
、
春
葩
含
日
似
笑
︒﹃
文

献
通
考
﹄、
燕
楽
有
大
箜
篌
、
小
箜
篌
、
音
逐
手
起
、
曲
随
絃
成
︒
蓋
若
鶴
鳴
之
嘹
唳
、
玉
声
之
清
越
者
也
︒
与
此
詩
辞

意
略
同
︒

十
二
門
前
融
冷
光
、
二
十
三
糸
動
紫
皇
︒

上
句
言0

其
声
能
変
易
気
候
、
即
鄒
衍
吹
律
而
温
気
至
之
意
︒
下
句
言0

其
声
能
感
動
天
神
、
即
圜
丘
奏
楽
而
天
神
皆
降
之
意
︒

﹃
三
輔
黄
図
﹄、
長
安
城
、
面
三
門
、
四
面
十
二
門
、
皆
通
達
九
逵
以
相
経
緯
︒
沈
約
﹁
郊
居
賦
﹂、
降
紫
皇
於
天
闕
︒﹃
太

平
御
覧
﹄、﹃
秘
要
経
﹄
曰
、
太
清
九
宮
、
皆
有
僚
属
、
其
最
高
者
、
称
太
皇
︒﹁
紫
皇
﹂、
玉
皇
︒

女
媧
煉
石
補
天
処
、
石
破
天
驚
逗
秋
雨
︒

﹃
淮
南
子
﹄、
女
媧
錬
五
色
石
以
補
蒼
天
︒
呉
正
子
註
、
言
箜
篌
之
声
、
忽
如
石
破
而
秋
雨
逗
下
︒
猶
白
楽
天
﹁
琵
琶
行
﹂、

銀
瓶
乍
破
漿
迸
之
意
︒
琦
玩
詩
意
0

0

、
当
是
初
弾
之
時
、
凝
雲
満
空
、
継
之
而
秋
雨
驟
作
、
洎
乎
曲
終
声
歇
、
則
露
気
已
下
、

朗
月
在
天
、
皆
一
時
実
景

0

0

0

0

也
︒
而
自
詩
人
言
之
、
則
以
為
凝
雲
満
空
者
、
乃
箜
篌
之
声
遏
之
而
不
流
、
秋
雨
驟
至
者
、
乃

箜
篌
之
声
感
之
而
旋
応
、
似
景
似
情
、
似
虚
似
実
︒
読
者
徒
賞
其
琢
句
之
奇

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
解
者
又
昧
其
用
意
之
巧

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
顕
然
明
白
之
辞

0

0

0

0

0

0

、

而
反
以
為
在
可
解
不
可
解
之
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
誤
矣

0

0

︒

夢
入
神
山
教
神
嫗
、
老
魚
跳
波
痩
蛟
舞
︒

言0

其
声
之
精
妙
、
雖
幽
若
神
鬼
、
頑
若
異
類
、
亦
能
見
賞
︒﹃
捜
神
記
﹄、
永
嘉
中
有
神
見
兗
州
、
自
称
樊
道
基
︒
有
嫗
号
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成
夫
人
、
夫
人
好
音
楽
、
能
弾
箜
篌
、
聞
人
絃
歌
、
輒
便
起
舞
︒
所
謂
﹁
神
嫗
﹂
疑
用
此
事
︒﹃
列
子
﹄、
瓠
巴
鼓
琴
而
鳥

舞
魚
躍
、
所
謂
﹁
老
魚
跳
波
痩
蛟
舞
﹂、
暗
用
此
事
︒

呉
質
不
眠
倚
桂
樹
、
露
脚
斜
飛
湿
寒
兔
︒

言0

賞
音
者
聴
而
忘
倦
、
至
於
露
零
月
冷
、
夜
景
深
沉
、
尚
倚
樹
而
不
眠
、
其
声
之
動
人
駭
聴
、
為
何
如
哉
︒
呉
質
、
三
国

時
人
︒
考
﹃
魏
志
﹄﹃
魏
略
﹄
中
所
載
事
跡
、
与
音
楽
不
相
渉
︒
劉
義
慶
﹁
箜
篌
賦
﹂
云
、
名
啓
端
於
雅
引
、
器
荷
重
於

呉
君
︒
豈
即
用
呉
質
事
、
而
載
籍
失
伝
、
今
無
可
考
証
歟
︒﹁
寒
兔
﹂
謂
秋
月
︒

こ
こ
で
王
琦
は
第
五
聯
の
注
に
言
う
︒

読
者
徒
賞
其
琢
句
之
奇
、
解
者
又
昧
其
用
意
之
巧
、
顕
然
明
白
之
辞
、
而
反
以
為
在
可
解
不
可
解
之
間
、
誤
矣
︒

読
む
者
は
徒
だ
其
の
琢
句
の
奇
を
賞
す
る
の
み
に
し
て
、
解
す
る
者
も
又
た
其
の
用
意
の
巧
に
昧く
ら

け
れ
ば
、
顕
然
と
し
て
明
白

の
辞
も
、
反
っ
て
以
て
解
す
べ
き
と
解
す
べ
か
ら
ず
の
間
に
在
り
と
為
す
は
、
誤
り
な
り
︒

﹁
李
憑
箜
篌
引
﹂
は
李
賀
詩
集
の
巻
頭
の
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
こ
の
王
琦
の
言
に
は
、
李
賀
詩
の
注
釈
に
お
け
る

彼
の
ポ
リ
シ
ー
が
表
れ
て
い
る
︒
李
賀
詩
は
従
来
の
評
者
よ
り
難
解
の
評
を
受
け
続
け
て
き
た
が
、
王
琦
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は

飽
く
ま
で
も
解
読
可
能
な
も
の
な
の
で
あ
る
︒
然
る
に
、
従
来
の
読
者
は
李
賀
詩
の
表
現
上
の
﹁
奇
﹂
の
側
面
の
み
に
と
ら
わ
れ
、

そ
こ
ば
か
り
に
注
意
を
向
け
、
ま
た
注
釈
者
（
＝
解
者
）
も
李
賀
が
詩
中
に
意
を
表
現
す
る
際
の
巧
み
さ
を
理
解
す
る
技
倆
が
無
い

た
め
に
、
明
ら
か
に
解
読
可
能
な
詩
句
に
対
し
て
す
ら
、
理
解
可
能
と
理
解
不
可
能
の
境
界
に
そ
の
妙
を
求
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と

を
言
い
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
、
王
琦
は
こ
こ
に
明
言
す
る
︒
先
に
見
た
劉
辰
翁
へ
の
批
判
の
言
と
併

せ
る
と
、
こ
の
発
言
の
裏
に
は
劉
辰
翁
の
評
が
少
な
か
ら
ず
意
識
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
そ
し
て
、
李
賀
詩
の
王
琦
注

は
、
こ
の
宣
言
を
実
行
す
る
か
の
ご
と
く
、
執
拗
と
も
言
え
る
ほ
ど
に
、
詩
句
の
解
読
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
⎠
₁₂
⎝

︒
こ
の
詩
に
お
い
て
も

各
語
句
聯
に
つ
い
て
、
右
に
引
い
た
よ
う
に
或
い
は
﹁
詠
﹂、
或
い
は
﹁
状
﹂、
或
い
は
﹁
言
﹂
と
、
そ
の
﹁
詩
意
﹂
が
詳
細
に
説
明
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さ
れ
て
い
る
︒

李
賀
詩
の
王
琦
注
は
、
文
献
の
引
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
王
琦
自
身
の
言
葉
に
よ
る
解
説
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い

る
︒
王
琦
は
李
賀
詩
の
注
釈
に
あ
た
っ
て
、
李
賀
詩
の
難
解
と
い
う
伝
統
的
な
評
価
の
超
克
を
目
標
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
︒

ま
た
、
か
か
る
態
度
で
臨
む
か
ら
こ
そ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
不
必
可
解
﹂
と
言
う
劉
辰
翁
の
発
言
が
王
琦
に
は
許
せ
な
い
の

で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
は
注
釈
者
と
し
て
は
当
然
の
態
度
で
あ
り
、
何
ら
特
別
な
も
の
で
は
な
い
︒
だ
が
、
か
く
も
解
読
に
拘
る
あ
ま
り
、

王
琦
の
注
釈
に
は
一
部
検
討
を
要
す
る
解
釈
の
手
法
が
見
ら
れ
る
︒
こ
の
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
︒

で
は
、﹁
李
憑
箜
篌
引
﹂
の
中
に
は
解
釈
に
関
す
る
い
か
な
る
問
題
が
見
出
せ
る
か
︒
そ
の
前
に
ま
ず
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、王
琦
注
に
お
け
る
〝
テ
ク
ス
ト
の
意
味
〟
と
〝
作
者
の
意
図
〟
と
の
区
別
で
あ
る
︒
注
中
で
王
琦
が
言
う
﹁
詩
意
﹂

と
は
、
前
者
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
テ
ク
ス
ト
の
意
味
と
は
作
品
テ
ク
ス
ト
の
言
語
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
作
者
が

0

0

0

そ
の
テ
ク
ス
ト
を
以
て
何
を
言
お
う
と
し
た
（
行
お
う
と
し
た
）
か
と
い
う
作
者
の
意
図
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
王
琦
は
両
者
に
つ
い
て
区
別
を
し
な
が
ら
注
釈
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
か
つ
彼
の
解
釈
の
対
象
は
、
作
者
の
意
図
で

は
な
く
テ
ク
ス
ト
の
意
味
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

③
一
時
の
実
景
で
あ
り
、
或
い
は
叙
事

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、﹁
李
憑
箜
篌
引
﹂
第
五
聯
の
注
に
見
え
る
﹁
皆
一
時
実
景
﹂
と
い
う
指
摘
で
あ
る
︒
詩

中
に
錯
綜
す
る
奇
抜
な
語
句
を
王
琦
は
冷
静
に
受
け
止
め
、
こ
れ
ら
は
全
て
実
際
の
情
景
の
比
喩
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
︒
そ
し
て
、

実
景
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
は
意
図
に
対
す
る
さ
ら
な
る
詮
索
は
不
要
と
な
る
︒
王
琦
の
言
う
﹁
詩
意
﹂
と
は
飽
く
ま
で
も
テ
ク
ス

ト
の
意
味
で
あ
り
、
作
者
の
意
図
で
は
な
い
︒
王
琦
は
詩
中
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
﹁
実
景
で
あ
る
﹂
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
（
＝
詩
意
）
を
解
明
す
る
一
方
で
、
同
時
に
作
者
の
意
図
に
つ
い
て
の
安
易
な
詮
索
を
回
避
し
て
い
る
の
で
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あ
る
︒
こ
の
﹁
一
時
実
景
﹂
に
類
す
る
言
葉
を
王
琦
注
は
し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
︒
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
︒

例
え
ば
﹁
浩
歌
﹂（
巻
一
）
で
は
、

漏
催
水
咽
玉
蟾
蜍
、
衛
娘
髪
薄
不
勝
梳
︒
看
見
秋
眉
換
新
緑
、
二
十
男
児
那
刺
促
︒

﹁
漏
催
水
咽
玉
蟾
蜍
﹂、
見
光
陰
易
過
︒﹁
衛
娘
髪
薄
不
勝
梳
﹂、
見
冶
容
易
衰
︒﹁
漏
水
﹂、
必
是
飲
酒
筵
側
所
設
儀
器
︒﹁
衛

娘
﹂
亦
是
奉
觴
之
妓
︒
皆
拠
一
時
所
見
者

0

0

0

0

0

而
言
︒
末
二
句
自
言
其
志
、
不
能
受
役
于
人
也
︒

﹁
漏
催
水
咽
玉
蟾
蜍
﹂と
は
、光
陰
の
過
ぎ
易
き
を
見
る
︒﹁
衛
娘
髪
薄
不
勝
梳
﹂と
は
、冶
容
の
衰
え
易
き
を
見
る
︒﹁
漏
水
﹂

は
、
必
ず
是
れ
酒
を
飲
む
筵
の
側
ら
に
設
く
る
所
の
儀
器
な
り
︒﹁
衛
娘
﹂
も
亦
た
是
れ
觴
を
奉
ず
る
の
妓
な
り
︒
皆
な

一
時
に
見
る
所
の
者
に
拠
り
て
言
う
な
り
︒
末
二
句
は
自
ら
其
の
志
を
言
う
、
人
に
役
せ
ら
る
る
を
受
く
る
能
わ
ざ
る
な

り
︒

と
あ
り
、﹁
漏
催
…
﹂
聯
に
つ
い
て
、
や
は
り
﹁
一
時
所
見
﹂
を
詠
じ
て
い
る
と
解
説
す
る
︒﹁
末
二
句
…
﹂
云
々
は
、
一
見
す
る
と

作
者
の
意
図
を
読
み
取
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
飽
く
ま
で
も
テ
ク
ス
ト
の
言
語
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
や
は

り
テ
ク
ス
ト
の
意
味
で
あ
る
︒
李
賀
詩
に
散
見
す
る
奇
抜
な
表
現
は
、
現
代
の
読
者
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
あ
た
か
も
象
徴
詩
の

ご
と
く
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
深
い
真
意
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
読
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
一
種
の
深0

読
み

0

0

は
、
読
み
手
に
と
っ
て
は
確
か
に
魅
惑
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
﹁
実
景
で
あ
る
﹂
と
断
じ
る
王
琦
は
そ
こ
に
は
踏
み

込
ま
な
い
︒
こ
の
よ
う
に
、
詩
中
に
何
を
ど
こ
ま
で

0

0

0

0

0

0

読
み
取
る
か
と
い
う
こ
と
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、
我
々
が
文
学
作
品
を

読
む
上
で
も
常
に
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
︒
作
者
の
意
図
に
拘
泥
す
る
読
み
手
で
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
作
品
テ
ク
ス
ト
の
裏0

に

そ
れ
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
そ
れ
は
時
に
読
み
手
の
勝
手
な
こ
じ
つ
け
（
＝
附
会
）
に
陥
る
危
険
性
を
免
れ
な

い
︒
な
る
ほ
ど
、
一
方
で
は
﹁
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
﹂（﹃
周
易
﹄
繋
辞
伝
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
書
＝
書
記

言
語
と
は
根
本
的
に
は
作
者
の
意
よ
り
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
読
み
手
は
書
を
通
じ
て
最
終
的
に
は
意
に
ま
で
到
達
す
る
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べ
き
だ
と
す
る
読
み
の
態
度
も
根
強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒
こ
の
点
に
お
い
て
、
王
琦
の
﹁
実
景
で
あ
る
﹂
と
い

う
解
説
は
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
彼
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
示
す
興
味
深
い
言
葉
と
し
て
、
そ
の
解
釈
学
的
な
意
義
を
注
意
さ
れ
て
よ

い
︒
ま
た
こ
れ
は
我
々
に
対
し
て
も
、
解
釈
の
態
度
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を
促
す
言
で
も
あ
る
だ
ろ
う
︒

さ
ら
に
﹁
秦
王
飲
酒
﹂（
巻
一
）
で
は
、
詩
を
総
括
し
て
、

秦
王
騎
虎
遊
八
極
、
剣
光
照
空
天
自
碧
︒
羲
和
敲
日
玻
璃
声
、
劫
灰
飛
尽
古
今
平
︒

龍
頭
瀉
酒
邀
酒
星
、
金
槽
琵
琶
夜
棖
棖
︒
洞
庭
雨
脚
来
吹
笙
、
酒
酣
喝
月
使
倒
行
︒
銀
雲
櫛
櫛
瑤
殿
明
︒

宮
門
掌
事
報
一
更
︒
花
楼
玉
鳳
声
嬌
獰
、
海
綃
紅
文
香
浅
清
、
黄
鵝
跌
舞
千
年
觥
︒

仙
人
燭
樹

煙
軽
、
清
琴
酔
眼
涙
泓
泓
︒

題
作
﹁
秦
王
飲
酒
﹂、
而
詩
中
無
一
語
用
秦
国
故
事
︒
旧
註
以
為
為
始
皇
而
作
、
非
也
︒
姚
経
三
以
為
為
徳
宗
而
作
、
徳

宗
性
剛
暴
、
好
宴
遊
︒
常
幸
魚
藻
池
、
使
宮
人
張
水
嬉
︒
綵
服
雕
靡
、
糸
竹
間
発
、
飲
酒
為
楽
、
故
以
秦
王
追
誚
之
︒

琦
按
、
徳
宗
未
為
太
子
、
嘗
封
雍
王
矣
︒
雍
州
、
正
秦
地
也
、
故
借
秦
王
以
為
称
、
其
説
近
是
︒
而
以
為
追
誚
則
非
也
︒

…
…
長
吉
極
意
抒
写
、
聊
以
紀
一
時
之
事

0

0

0

0

、
未
必
有
意
譏
誚
、
其
説
之
不
当
過
于
侈
張
、
乃
是
長
吉
不
能
少
加
以
理
使
然
︒

若
句
模
字
擬
、
深
文
曲
解
、
以
為
誹
議
之
詞
、
不
惟
失
詩
人
之
意
、
而
附
会
穿
鑿
、
章
法
段
落
倶
無
脈
絡
貫
注
于
中
、
不

免
以
文
害
辞
、
以
辞
害
意
矣
︒

題
し
て
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
と
為
す
も
、
詩
中
に
は
一
語
と
し
て
秦
国
の
故
事
を
用
い
る
無
し
︒
旧
註
の
以
て
始
皇
の
為
に
作

る
と
為
す
は
、
非
な
り
︒
姚
経
三
（
文
燮
）
は
以
て
徳
宗
の
為
に
作
る
と
為
す
、
徳
宗
は
性
剛
暴
に
し
て
、
宴
遊
を
好
む
︒

常
に
魚
藻
池
に
幸
し
て
、
宮
人
を
し
て
水
を
張
ら
し
め
て
嬉た
わ
むる
︒
綵
服
雕
靡
に
し
て
、
糸
竹
間
に
発
し
、
飲
酒
し
て
楽
と

為
す
、
故
に
秦
王
を
以
て
之
れ
を
追
誚
す
、
と
︒

琦
按
ず
る
に
、
徳
宗
未
だ
太
子
為
ら
ざ
る
と
き
、
嘗
て
雍
王
に
封
ぜ
ら
る
︒
雍
州
は
、
正
に
秦
の
地
な
り
、
故
に
秦
王
に
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借
り
て
以
て
称
と
為
す
は
、
其
の
説
は
是
に
近
し
︒
而
れ
ど
も
以
て
追
誚
と
為
す
は
則
ち
非
な
り
︒
…
…
長
吉
は
極
だ
抒

写
に
意
あ
り
、
聊
か
以
て
一
時
の
事
を
紀
す
の
み
に
し
て
、
未
だ
必
ず
し
も
譏
誚
に
意
有
ら
ず
、
其
の
説
の
不
当
に
し
て

侈
張
に
過
ぐ
る
は
、
乃
ち
是
れ
長
吉
の
少や

や
加
う
る
に
理
を
以
て
す
る
能
わ
ず
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
︒
句
に
模
し
字
に

擬
し
、
深
文
曲
解
し
、
以
て
誹
議
の
詞
と
為
す
が
若
き
は
、
惟
だ
詩
人
の
意
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
附
会
穿
鑿
し
て
、
章

法
段
落
倶
に
脈
絡
の
中
に
貫
注
す
る
無
く
、
文
を
以
て
辞
を
害
し
、
辞
を
以
て
意
を
害
す
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
︒

と
述
べ
て
い
る
︒
こ
こ
に
は
詩
の
読
み
に
関
す
る
王
琦
の
持
論
も
述
べ
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
︒
李
賀
詩
は
そ
の
難
解
さ
ゆ
え
、
注

家
に
よ
る
様
々
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
き
た
︒
例
え
ば
こ
の
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
で
は
、
詩
中
の
﹁
秦
王
﹂
に
誰
を
比
定
す
る
か
が
議
論

さ
れ
て
い
る
⎠
₁₃
⎝

︒
王
琦
は
従
来
の
解
釈
と
し
て
、
こ
の
詩
を
始
皇
帝
の
こ
と
を
詠
ん
だ
と
す
る
説
、
唐
徳
宗
の
こ
と
を
詠
ん
だ
と
す
る

説
を
紹
介
し
て
い
る
︒
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
に
諷
諌
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
解
釈
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
、
王
琦

は
自
説
と
し
て
は
徳
宗
説
に
与
し
な
が
ら
も
、﹁
而
る
に
以
て
追
誚
と
為
せ
ば
則
ち
非
な
り
﹂
と
し
、
諷
諌
な
ど
の
寓
意
は
特
に
無

い
と
解
釈
し
て
い
る
︒
王
琦
注
は
、概
し
て
李
賀
詩
の
中
に
諷
諭
や
寓
意
を
読
み
取
る
こ
と
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
︒

王
琦
の
目
的
は
、
飽
く
ま
で
も
テ
ク
ス
ト
の
意
味
の
解
読
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
い
た
ず
ら
に
作
者
の
意
図
に
ま
で
踏
み
込
む

こ
と
に
つ
い
て
は
積
極
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
︒

ま
た
﹁
猛
虎
行
﹂（
巻
四
）
に
言
う
︒

長
戈
莫
舂
、
強
弩
莫
抨
︒
乳
孫
哺
子
、
教
得
生
獰
︒
挙
頭
為
城
、
掉
尾
為
旌
︒
東
海
黄
公
、
愁
見
夜
行
︒

道
逢
騶
虞
、
牛
哀
不
平
︒
何
用
尺
刀
、
壁
上
雷
鳴
︒
泰
山
之
下
、
婦
人
哭
声
︒

﹁
檀
弓
﹂、
孔
子
過
泰
山
側
、
有
婦
人
哭
于
墓
者
而
哀
︒
夫
人
式
而
聴
之
、
使
子
路
問
之
曰
、
子
之
哭
也
、
一
似
重
有
憂
者
︒

而
曰
、
然
︒
昔
者
吾
舅
死
于
虎
、
吾
夫
又
死
焉
︒
今
吾
子
又
死
焉
︒
夫
子
曰
、
何
為
不
去
也
︒
曰
、
無
苛
政
︒
夫
子
曰
、

小
子
識
之
、
苛
政
猛
于
虎
也
︒
長
吉
用
此
、
不
過
言
虎
之
傷
人
累
累
、
与
苛
政
絶
不
相
干
、
而
旧
註
多
云
為
譏
猛
政
而
作
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者
、
非
是
︒

﹁
壇
弓
﹂、（
省
略
）
長
吉
此
れ
を
用
い
る
も
、
虎
の
人
を
傷
つ
く
る
こ
と
累
累
た
る
を
言
う
に
過
ぎ
ず
、
苛
政
と
は
絶
え

て
相
干
せ
ず
、
而
し
て
旧
註
に
猛
政
を
譏
り
て
作
る
と
為
す
と
云
う
者
の
多
き
は
、
是
に
非
ず
︒

官
家
有
程
、
吏
不
敢
聴
︒

劉
須
渓
註
云
、
吏
畏
厳
刑
、
犯
険
穿
虎
而
行
︒
是
謂
不
敢
聴
婦
人
之
哭
声
也
︒
邱
季
貞
註
云
、
官
家
雖
有
程
命
捕
虎
、
而

吏
不
敢
聴
者
、
懼
又
傷
于
虎
、
是
謂
不
敢
聴
官
司
之
期
限
也
︒
二
説
皆
可
、
而
邱
註
似
優
︒

劉
須
渓
註
に
云
う
、
吏
厳
刑
を
畏
れ
、
険
を
犯
し
虎
を
穿
ち
て
行
く
、
と
︒
是
れ
敢
え
て
婦
人
の
哭
声
を
聴
か
ざ
る
を
謂

う
な
り
︒
邱
季
貞
（
象
随
）
註
に
云
う
、
官
家
は
程
命
有
り
て
虎
を
捕
う
る
と
雖
も
、
吏
敢
え
て
聴
か
ざ
る
は
、
又
た
虎

に
傷
つ
け
ら
る
る
を
懼
れ
れ
ば
な
り
、
是
れ
敢
え
て
官
司
の
期
限
を
聴
か
ざ
る
を
謂
う
な
り
、
と
︒
二
説
皆
な
可
な
る
も
、

邱
註
優
れ
た
る
に
似
る
︒

王
琦
注
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、表
現
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
﹁
苛
政
猛
虎
﹂
の
故
事
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、

李
賀
は
飽
く
ま
で
も
虎
の
獰
猛
さ
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
詩
そ
の
も
の
は
苛
政
と
は
関
係
な
く
、
政
治
を
批
判
し
た
作
品
で

は
な
い
と
す
る
︒
尾
聯
の
解
釈
に
つ
い
て
、
邱
註
を
よ
り
優
れ
る
と
す
る
の
も
、
苛
政
猛
虎
の
故
事
に
寄
せ
な
い
た
め
の
判
断
で
あ

ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
、
王
琦
は
李
賀
詩
を
実
景
で
あ
り
、
叙
事
で
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
諷
刺
な
ど
の
作
者
の
意
図
に
ま
で
踏
み

込
も
う
と
は
し
な
い
︒

だ
が
か
か
る
王
琦
の
手
法
は
時
に
検
討
を
要
す
る
場
合
も
あ
る
︒
例
え
ば
﹁
河
南
府
試
十
二
月
楽
詞
并
閏
月
﹂
の
﹁
三
月
﹂（
巻
一
）

の
第
二
聯
に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

複
宮
深
殿
竹
風
起
、
新
翠
舞
衿
浄
如
水
︒

﹁
新
翠
舞
衿
﹂、
即
翠
色
舞
衫
也
︒
須
谿
以
為
竹
者
、
非
是
︒
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﹁
新
翠
舞
衿
﹂
は
、
即
ち
翠
色
の
舞
衫
な
り
︒
須
谿
の
以
て
竹
と
為
す
は
、
是
に
非
ず
︒

﹁
新
翠
…
﹂
句
に
つ
い
て
、
王
琦
は
文
字
通
り
の
意
味
に
理
解
し
、
こ
れ
を
竹
の
比
喩
と
見
る
劉
辰
翁
の
解
釈
を
否
定
す
る
（
劉

辰
翁
は
こ
の
句
を
﹁
皆
な
衆
人
の
嘗
て
識
る
所
に
非
ず
、
竹
を
謂
う
な
り
（
皆
非
衆
人
所
嘗
識
、
謂
竹
也
）﹂
と
評
す
る
）︒
王
琦
は

李
賀
詩
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、
①
ま
ず
文
字
通
り
に
理
解
し
て
差
し
支
え
な
け
れ
ば
そ
の
通
り
に
理
解
し
、
②
そ
れ
が
う
ま
く
い

か
な
い
時
に
は
比
喩
と
し
て
理
解
す
る
、と
い
う
順
番
で
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、﹁
三
月
﹂
の
こ
の
聯
は
①
で
解
釈
し
て
い
る
︒

だ
が
こ
の
句
は
、例
え
ば
わ
が
国
の
解
者
が
或
い
は﹁（
竹
の
）新
し
い
葉
の
み
ど
り
が
美
女
の
え
り
の
よ
う
に
揺
れ
舞
う
て
⎠
₁₄
⎝

﹂と
解
し
、

或
い
は
﹁
呉
正
子
は
、
竹
の
形
容
と
し
、
王
琦
は
、
舞
姫
の
衿
と
見
る
が
、
二
つ
の
イ
メ
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
も
賀
の
詩
の

特
色
で
、
重
な
り
合
っ
た
意
味
が
感
覚
上
の
違
和
を
呼
ぶ
か
否
か
が
表
現
の
成
否
の
分
れ
目
だ
⎠
₁₅
⎝

﹂
と
解
す
る
よ
う
に
、
竹
の
様
子
の

比
喩
と
す
る
読
み
方
も
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
︒
だ
が
王
琦
は
こ
れ
を
﹁
非
是
﹂
と
断
ず
る
︒
王
琦
の
よ
う
に

字
義
通
り
の
意
味
に
解
す
る
読
み
方
は
、
そ
こ
に
固
執
し
て
し
ま
う
と
、
却
っ
て
詩
の
解
釈
の
幅
を
不
要
に
狭
め
て
し
ま
う
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
︒

④
あ
り
得
べ
き
典
故
や
本
事
、
伝
記
の
想
像

中
国
古
典
詩
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
作
品
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
典
故
等
に
習
熟
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
︒
古
典
詩
の
難
解
さ

や
、
作
者
に
お
け
る
表
現
の
無
限
の
可
能
性
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
典
故
と
い
う
技
法
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
︒
そ
し
て
、

典
故
が
典
故
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
作
者
と
読
者
が
そ
の
典
故
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
、
注
釈

の
主
な
役
割
も
そ
の
典
故
の
指
摘
に
あ
る
の
だ
が
、
詩
中
の
語
句
の
出
典
を
求
め
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
詮
索
不
可
能
な
場
合
が

存
在
す
る
︒
そ
の
際
、
王
琦
は
そ
れ
で
も
何
か
基
づ
く
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
と
、
あ
り
得
べ
き
典
故
を
想
像
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
︒
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例
え
ば
﹁
秋
来
﹂（
巻
一
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

桐
風
驚
心
壮
士
苦
、
衰
灯
絡
緯
啼
寒
素
︒
誰
看
青
簡
一
編
書
、
不
遣
花
虫
粉
空
蠹
︒

思
牽
今
夜
腸
応
直
、
雨
冷
香
魂
弔
書
客
︒
秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩
、
恨
血
千
年
土
中
碧
︒

﹁
鬼
唱
鮑
家
詩
﹂、
或
古
有
其
事
、
唐
宋
以
後
失
伝
︒

﹁
鬼
唱
鮑
家
詩
﹂
と
は
、
或
い
は
古
に
其
の
事
有
り
、
唐
宋
以
後
は
失
伝
す
る
な
ら
ん
︒

こ
の
詩
の
尾
聯
の﹁
鮑
家
詩
﹂と
は
鮑
照
の﹁
代
蒿
里
行
﹂﹁
代
挽
歌
﹂な
ど
の
詩
を
指
す
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

王
琦
は
敢
え
て
そ
の
説
に
は
触
れ
ず
、
現
在
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
き
っ
と
な
に
か
典
故
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
あ
り
得
べ
き

典
故
の
存
在
を
想
像
し
て
い
る
︒
王
琦
は
﹁
鮑
家
﹂
＝
鮑
照
と
い
う
安
易
な
比
定
を
避
け
な
が
ら
も
、
し
か
し
必
ず
こ
の
句
は
理
解

可
能
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
そ
こ
に
自
分
の
知
ら
な
い
（
確
認
し
得
な
い
）
典
故
の
存
在
を
想
定
す
る
の
で

あ
る
︒

さ
ら
に
﹁
李
夫
人
﹂（
巻
一
）
で
も
、

紫
皇
宮
殿
重
重
開
、
夫
人
飛
入
瓊
瑤
台
︒
緑
香
繍
帳
何
時
歇
、
青
青
無
光
宮
水
咽
︒

翩
聯
桂
花
墜
秋
月
、
孤
鸞
驚
啼
商
糸
発
︒
紅
壁
闌
珊
懸
佩
璫
、
歌
台
小
妓
遥
相
望
︒

玉
蟾
滴
水
雞
人
唱
、
露
華
蘭
葉
参
差
光
︒

按
此
詩
必
是
当
時
有
寵
幸
宮
嬪
亡
没
、
帝
思
念
而
悲
之
、
長
吉
将
賦
其
事
、
而
借
漢
武
帝
之
李
夫
人
以
為
題
也
︒
観
詩
中

並
不
用
﹃
漢
書
﹄
李
夫
人
伝
中
一
事
、
可
見
与
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
一
章
指
意
相
同
︒

按
ず
る
に
此
の
詩
は
必
ず
是
れ
当
時
寵
幸
せ
ら
る
る
宮
嬪
の
亡
没
し
、
帝
思
念
し
て
之
れ
を
悲
し
む
有
り
、
長
吉
将
に
其

の
事
を
賦
さ
ん
と
し
、
而
し
て
漢
武
帝
の
李
夫
人
に
借
り
て
以
て
題
と
為
す
な
り
︒
詩
中
に
並
び
に
﹃
漢
書
﹄
李
夫
人
伝

中
の
一
事
も
用
い
ざ
る
を
観
る
に
、﹁
秦
王
飲
酒
﹂
一
章
の
指
意
と
相
同
じ
た
る
を
見
る
べ
し
︒
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と
述
べ
、
詩
題
か
ら
漢
武
帝
と
李
夫
人
の
故
事
に
題
材
を
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
李
夫
人
の
物
語
が
詠
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
つ
つ
、し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
李
賀
の
創
作
や
想
像
で
は
な
く
、当
時
実
際
に
李
夫
人
の
よ
う
に
亡
く
な
っ

た
皇
帝
の
寵
姫
が
お
り
、
そ
の
こ
と
を
詠
じ
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
し
て
解
釈
す
る
︒﹁
李
夫
人
﹂
と
題
し
な
が
ら
李
夫
人
の
物
語
を

詠
じ
な
い
こ
の
作
品
を
、
あ
り
得
べ
き
本
事
の
比
喩
と
見
な
す
こ
と
で
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

ま
た
、﹁
南
園
十
三
首
﹂
其
十
二
（
巻
一
）
を
見
て
み
よ
う
︒

松
渓
黒
水
新
竜
卵
、
桂
洞
生
硝
旧
馬
牙
︒
誰
遣
虞
卿
裁
道
帔
、
軽
綃
一
疋
染
朝
霞
︒

﹃
史
記
﹄
称
虞
卿
、
游
説
之
士
也
︒
…
…
与
長
吉
生
平
無
一
相
似
、
無
庸
取
以
自
比
、
且
与
全
首
文
意
亦
了
不
相
干
、
何

以
忽
入
此
古
人
姓
名
︒
意
者
昌
谷
中
人
有
潜
光
隠
曜
、
道
服
而
幽
居
者
、
与
長
吉
往
来
交
好
、
其
人
虞
姓
、
故
以
﹁
虞
卿
﹂

比
之
︒
如
称
賈
至
為
賈
生
、
孟
浩
然
為
孟
夫
子
、
唐
人
詩
中
類
多
有
之
︒

﹃
史
記
﹄
に
虞
卿
と
称
す
る
は
、
游
説
の
士
な
り
︒
…
…
長
吉
の
生
平
と
一
も
相
似
た
る
無
し
、
取
り
て
以
て
自
ら
比
す

る
を
庸も
ち

い
る
無
し
、
且
つ
全
首
の
文
意
と
も
亦
た
了つ

い

に
相
干
せ
ず
、
何
を
以
て
忽
ち
に
此
の
古
人
の
姓
名
を
入
る
る
か
︒

意お
も

う
に
昌
谷
中
の
人
に
潜
光
隠
曜
し
、
道
服
し
て
幽
居
す
る
者
有
り
、
長
吉
と
往
来
交
好
し
、
其
の
人
虞
姓
な
れ
ば
、
故

に
﹁
虞
卿
﹂
を
以
て
之
れ
に
比
す
︒
賈
至
を
称
し
て
賈
生
と
為
し
、
孟
浩
然
を
孟
夫
子
と
為
す
が
如
く
、
唐
人
の
詩
中
に

は
類お
お
むね
多
く
之
れ
有
り
︒

こ
の
詩
に
出
て
く
る
﹁
虞
卿
﹂
に
つ
い
て
、
王
琦
は
ま
ず
﹃
史
記
﹄
に
見
え
る
戦
国
時
代
の
虞
卿
と
い
う
人
物
を
挙
げ
、
か
つ
こ

の
虞
卿
は
李
賀
の
生
涯
と
も
、
或
い
は
こ
の
詩
全
篇
と
も
何
ら
関
わ
り
は
無
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
突
然
古
人
の
名
を
出
す
の
か
と
疑
問

を
提
示
す
る
︒
そ
し
て
、
こ
の
﹁
虞
卿
﹂
は
実
際
に
は
古
人
で
は
な
く
、
李
賀
と
仲
の
よ
い
道
士
に
虞
姓
の
者
が
お
り
、
そ
の
人
を

指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
う
︒
こ
れ
も
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
い
た
考
証
で
は
な
く
、
詩
中
の
語
が
自
身
の
知
り
う
る
範
囲
の
典

故
で
は
理
解
し
が
た
い
が
ゆ
え
に
、
あ
り
得
べ
き
典
故
や
本
事
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
る
︒
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同
じ
く
先
に
見
た
﹁
浩
歌
﹂
で
は
、
第
五
・
六
聯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒

不
須
浪
飲
丁
都
護
、
世
上
英
雄
本
無
主
︒
買
糸
繍
作
平
原
君
、
有
酒
唯
澆
趙
州
土
︒

丁
都
護
、
旧
註
指
劉
宋
時
之
都
護
丁
旿
︒
又
謂
歌
楽
府
中
﹁
丁
都
護
﹂
之
曲
而
侑
觴
︒
琦
按
、
唐
時
辺
州
設
都
護
府
、
掌

撫
慰
諸
蕃
、
輯
寧
外
寇
、
覘
候
奸
譎
、
征
討
携
貳
︒
大
都
護
従
二
品
、
副
大
都
護
従
三
品
、
上
都
護
正
三
品
、
副
都
護
従

四
品
、
丁
都
護
当
是
丁
姓
而
曾
為
都
護
府
之
官
属
、
或
是
武
官
而
加
銜
都
護
者
、
与
長
吉
同
会
、
縦
飲
慷
慨
、
有
不
遇
知

己
之
嘆
、
故
以
其
官
称
之
、
告
之
以
不
須
浪
飲
︒

丁
都
護
、
旧
註
は
劉
宋
の
時
の
都
護
丁
旿
を
指
す
︒
又
た
謂
う
楽
府
中
の
﹁
丁
都
護
﹂
の
曲
を
歌
い
て
觴
を
侑す
す

む
と
︒
琦

按
ず
る
に
、
唐
時
辺
州
に
都
護
府
を
設
け
、
諸
蕃
を
撫
慰
し
、
外
寇
を
輯
寧
し
、
奸
譎
を
覘
候
し
、
携
貳
を
征
討
す
る
を

掌
る
︒
大
都
護
は
従
二
品
、
副
大
都
護
は
従
三
品
、
上
都
護
は
正
三
品
、
副
都
護
は
従
四
品
、
丁
都
護
は
当
に
是
れ
丁
姓

に
し
て
曾
て
都
護
府
の
官
属
と
為
り
し
も
の
な
る
べ
し
、
或
い
は
是
れ
武
官
に
し
て
都
護
を
加
銜
す
る
者
に
し
て
、
長
吉

と
同
会
し
、
縦
飲
慷
慨
し
、
知
己
に
遇
わ
ざ
る
の
嘆
有
り
、
故
に
其
の
官
を
以
て
之
れ
を
称
し
、
之
れ
に
告
ぐ
る
に
浪
飲

を
須
い
ず
を
以
て
す
る
な
り
︒

﹁
丁
都
護
﹂
と
い
う
詩
中
の
語
に
つ
い
て
、
旧
注
が
或
い
は
劉
宋
の
人
物
を
指
す
と
言
い
、
ま
た
或
い
は
楽
府
題
を
指
す
と
言
う

の
に
対
し
、
王
琦
は
李
賀
の
知
り
合
い
に
丁
と
い
う
姓
の
都
護
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
退
け
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
、
あ
り
得
べ
き
典
故
や
本
事
を
想
像
す
る
の
は
、
李
賀
詩
は
理
解
可
能
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
不
可
解

な
表
現
も
、
必
ず
そ
の
基
づ
く
典
故
や
本
事
が
あ
り
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
読
み
に
く
い
だ
け
な
の
だ
と
す
る
王
琦
の
解

釈
態
度
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

同
様
の
処
理
は
、
李
賀
の
伝
記
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
︒
李
賀
の
伝
記
に
関
す
る
資
料
は
少
な
い
︒
ま
と
ま
っ
た
伝
記
と
言

え
る
の
は
新
旧
唐
書
に
立
て
ら
れ
た
わ
ず
か
な
伝
と
李
商
隠
﹁
李
賀
小
伝
﹂
の
み
で
あ
り
、
あ
と
は
雑
書
に
断
片
的
に
見
え
る
細
か
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い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
李
賀
詩
自
身
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
し
か
な
い
︒
ゆ
え
に
、
彼
の
伝
記
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
部
分
が
多
い
︒

例
え
ば
李
賀
は
﹁
諱
事
件
﹂
に
よ
っ
て
科
挙
受
験
を
阻
ま
れ
、
し
か
し
一
応
の
官
職
に
は
就
い
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
官
職
が
奉
礼

郎
な
の
か
協
律
郎
な
の
か
、
資
料
間
に
齟
齬
が
あ
り
、
つ
い
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
︒
中
国
古
典
詩
は
﹁
詩
史
﹂
と
称
さ
れ
た
杜
詩

の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
一
般
に
そ
の
作
品
内
容
は
作
者
本
人
の
生
活
や
人
生
に
関
連
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ゆ
え
に
作
者
自
身

の
伝
記
情
報
を
詩
の
解
釈
の
根
拠
や
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
︒
こ
れ
は
現
代
の
み
な
ら
ず
、
古
来
よ
り
伝
統
的
に
用
い
ら

れ
て
き
た
解
釈
手
法
で
あ
る
︒
或
い
は
逆
に
、
作
品
内
容
に
基
づ
い
て
作
者
の
伝
記
が
作
ら
れ
る

0

0

0

0

こ
と
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
︒
い

ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
古
典
詩
の
解
釈
に
は
、
作
者
の
伝
記
が
重
要
な
情
報
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
︒
王
琦
が
李
賀
詩
を
解
釈

す
る
際
に
も
、
し
ば
し
ば
李
賀
の
伝
記
を
用
い
、
或
い
は
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
︒
例
え
ば
﹁
上
雲
楽
﹂（
巻
四
）
に
言
う
︒

飛
香
走
紅
満
天
春
、
花
竜
盤
盤
上
紫
雲
︒
三
千
宮
女
列
金
屋
、
五
十
絃
瑟
海
上
聞
︒

天
江
砕
砕
銀
沙
路
、
嬴
女
機
中
断
烟
素
︒
縫
舞
衣
、
八
月
一
日
君
前
舞
︒

…
…
長
吉
職
隷
太
常
、
故
得
与
聞
其
事
而
賦
之

0

0

0

0

0

0

0

0

如
此
︒
苟
欲
援
古
事
以
証
、
其
失
之
也
遠
矣
︒

…
…
長
吉
は
職
と
し
て
太
常
に
隷
す
、
故
に
其
の
事
に
与
り
聞
く
を
得
て
之
れ
を
賦
す
こ
と
此
く
の
如
し
︒
苟も

し
古
事
を

援ひ

い
て
以
て
証
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
れ
之
れ
を
失
す
る
こ
と
也
た
遠
し
︒

こ
こ
で
は
、
李
賀
が
太
常
寺
に
勤
務
し
て
い
た
⎠
₁₆
⎝

と
い
う
伝
記
情
報
を
用
い
て
、
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
李
賀
が
職
務
を
通
じ

て
見
聞
き
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
い
た
ず
ら
に
古
事
を
用
い
て
解
釈
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
︒
加
え
て
こ
こ
に
は
先
に
検
討

し
た
﹁
一
時
実
景
﹂
も
関
連
し
て
い
る
点
も
注
意
し
て
よ
い
︒

ま
た
﹁
詠
懐
二
首
﹂
其
二
（
巻
一
）
で
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒

日
夕
著
書
罷
、
驚
霜
落
素
糸
︒
鏡
中
聊
自
笑
、
詎
是
南
山
期
︒
頭
上
無
幅
巾
、
苦
蘖
已
染
衣
︒
不
見
清
渓
魚
、
飲
水
得
相
宜
︒

長
吉
毎
旦
騎
驢
出
遊
、偶
有
所
得
、即
書
投
錦
囊
中
、及
暮
帰
、足
成
之
、所
謂
﹁
日
夕
著
書
﹂
是
其
事
也
︒
其
母
見
所
書
多
、
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輒
曰
、
是
児
要
当
嘔
出
心
乃
已
爾
︒
其
苦
吟
若
是
、
故
方
年
少
而
已
見
白
髪
、
自
笑
用
心
過
労
、
非
養
生
以
致
寿
考
之
道
、

当
知
自
悔
︒
科
頭
野
服
、
随
意
自
適
、
如
清
渓
之
魚
、
飲
水
従
容
、
乃
得
相
宜
、
何
為
役
役
而
槁
死
于
文
字
之
間
乎
︒

長
吉
毎
旦
驢
に
騎
り
て
出
遊
し
、
偶た
ま
たま

得
る
所
有
れ
ば
、
即
ち
書
し
て
錦
囊
の
中
に
投
じ
、
暮
れ
に
帰
る
に
及
び
て
、
足

し
て
之
れ
を
成
す
、
所
謂
﹁
日
夕
著
書
﹂
と
は
是
れ
其
の
事
な
り
︒
其
の
母
書
す
る
所
の
多
き
を
見
て
、
輒
ち
曰
く
、
是

の
児
要か
な
らず
当
に
心
を
嘔
出
し
て
乃
ち
已
む
の
み
、
と
︒
其
の
苦
吟
す
る
こ
と
是
く
の
若
し
、
故
に
方
に
年
少
に
し
て
已
に

白
髪
を
見
、
自
ら
心
を
用
い
て
甚
だ
労つ
か

る
る
を
笑
う
︒
養
生
し
て
以
て
寿
考
を
致
す
の
道
に
非
ず
、
当
に
自
ら
悔
ゆ
る
を

知
る
べ
し
︒
科
頭
野
服
し
て
、
意
に
随
い
て
自
適
な
る
は
、
清
渓
の
魚
の
、
水
を
飲
み
て
従
容
た
る
が
如
く
、
乃
ち
相
宜

し
き
を
得
れ
ば
、
何
為
れ
ぞ
役
役
と
し
て
文
字
の
間
に
槁
死
せ
ん
や
︒

こ
こ
で
王
琦
は
詩
意
を
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
﹁
長
吉
毎
旦
…
…
嘔
出
心
乃
已
爾
﹂
と
は
、
李
商
隠
﹁
李
賀
小

伝
﹂
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
︒
こ
の
詩
を
読
み
解
く
に
際
し
て
、
王
琦
は
李
賀
の
伝
記
に
述
べ
ら
れ
る
事
柄
と
照
合
さ
せ
つ

つ
解
釈
を
行
っ
て
い
る
︒
王
琦
の
解
釈
は
一
見
す
る
と
特
に
問
題
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
こ
の
詩
は
必
ず
し
も
﹁
李
賀

小
伝
﹂
と
対
照
さ
せ
ず
と
も
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
⎠
₁₇
⎝

︒
に
も
関
わ
ら
ず
王
琦
が
﹁
李
賀
小
伝
﹂
を
引
く
の
は
、
李
賀
詩
を
読

む
に
際
し
て
可
能
な
限
り
そ
の
伝
記
と
照
合
さ
せ
て
読
も
う
と
す
る
彼
の
解
釈
態
度
の
現
れ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
は
先
に

見
た
、
あ
り
得
べ
き
典
故
や
本
事
を
想
像
し
て
ま
で
詩
が
依
拠
し
た
事
実
を
詩
中
に
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
と
通
底
す
る
も
の
で
あ

る
︒
王
琦
に
と
っ
て
李
賀
詩
は
理
解
可
能
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
は
詩
が
い
た
ず
ら
に
奇
な
る
表
現
を
敷
き
陳
べ
た
も
の
で
は

な
く
、
確
か
な
典
故
や
本
事
に
裏
付
け
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
記
に

対
し
て
も
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
詩
の
解
釈
と
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
、
か
か
る
態
度
は
結
果
と
し
て
―
先
の
典
故
や
本
事
と
同
様
に
―
伝
記
資
料
に
裏
付
け
が
と
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
あ

り
得
べ
き
伝
記
事
項
を
詩
句
か
ら
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
を
許
す
こ
と
と
な
る
︒
例
え
ば
﹁
始
為
奉
礼
憶
昌
谷
山
居
﹂（
巻
一
）
に
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次
の
よ
う
に
あ
る
︒

　

掃
断
馬
蹄
痕
、
衙
回
自
閉
門
︒
長
鎗
江
米
熟
、
小
樹
棗
花
春
︒
向
壁
懸
如
意
、
当
簾
閲
角
巾
︒
犬
書
曾
去
洛
、
鶴
病
悔
遊
秦
︒

家
在
東
洛
、
雖
書
信
不
廃
、
而
遊
宦
西
秦
、
不
能
無
悔
︒﹃
芸
文
類
聚
﹄、﹃
述
異
記
﹄
曰
、
陸
機
少
時
頗
好
猟
、
在
呉
、

豪
客
献
快
犬
名
曰
黄
耳
︒
…
…
﹁
古
詩
﹂、
飛
来
双
白
鶴
、
乃
従
西
北
方
︒
十
十
五
五
、
羅
列
成
行
︒
妻
卒
被
病
、
不
能

相
随
︒
五
里
一
反
顧
、
六
里
一
徘
徊
︒
吾
欲
啣
汝
去
、
口
噤
不
能
開
︒
吾
欲
負
汝
去
、
毛
羽
自
摧
頽
︒
詩
用
此
事
、
当
因

其
婦
臥
病
故
与
︒

家
は
東
洛
に
在
り
、
書
信
廃
さ
ず
と
雖
も
、
西
秦
に
遊
宦
し
て
、
悔
ゆ
る
無
か
る
能
わ
ず
︒﹃
芸
文
類
聚
﹄（
省
略
）、﹁
古

詩
﹂（
省
略
）、
詩
に
此
の
事
を
用
い
る
は
、
当
に
其
の
婦つ
ま

の
病
に
臥
す
が
故
に
因
る
べ
き
か
︒

土
甑
封
茶
葉
、
山
杯
鎖
竹
根
︒
不
如
船
上
月
、
誰
棹
満
渓
雲
︒

こ
の
詩
の
第
四
聯
は
、﹁
犬
書
…
﹂
句
に
は
陸
機
の
故
事
、﹁
鶴
病
…
﹂
句
に
は
古
詩
の
﹁
艶
歌
何
嘗
行
﹂
を
典
故
と
し
て
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
、
王
琦
も
注
釈
で
こ
れ
ら
を
引
用
す
る
︒
そ
し
て
王
琦
は
さ
ら
に
﹁
詩
用
此
事
、
当
因
其
婦
臥
病
故
与
﹂
と
、
李
賀

が
こ
の
句
を
作
っ
た
理
由
を
、
李
賀
の
妻
が
実
際
に
病
に
伏
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
︒
李
賀
に
妻
が
い
た
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
明
確
な
資
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
判
然
と
し
な
い
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
琦
は
こ
の
詩
句
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、

李
賀
の
妻
が
病
に
伏
し
て
い
た
と
い
う
伝
記
情
報
を
想
像
し
、
そ
れ
を
以
て
理
解
し
て
い
る
︒
無
論
、
作
品
は
作
者
の
伝
記
を
伝
え

る
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
王
琦
の
よ
う
に
作
品
を
根
拠
に
そ
の
伝
記
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
別
段
奇
異
な
も
の
と
し
て

は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
︒
王
琦
の
こ
の
説
は
、
例
え
ば
葉
葱
奇
な
ど
現
代
の
注
釈
者
に
も
支
持
さ
れ
て
い
る
⎠
₁₈
⎝

︒
だ
が
こ
の
手
法
は
加

減
を
誤
る
と
、
作
品
を
根
拠
に
自
由
に
作
者
の
伝
記
を
創
造
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
ゆ
く
危
険
性
を
は
ら
む
こ
と
は
言
う
ま
で
も

無
い
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
解
釈
手
法
が
中
国
古
典
詩
の
読
み
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、
中
国
古
典
詩

と
は
、
原
則
と
し
て
（
楽
府
題
や
詠
史
詩
な
ど
を
除
い
て
）
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
暗
黙
の
前
提
の
支
え
に
よ
る
も
の
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で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
、
そ
の
前
提
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒

⑤
過
度
の
訓
詁
主
義
へ
の
警
戒

こ
の
よ
う
に
、
李
賀
詩
の
語
句
を
理
解
可
能
な
も
の
と
し
て
徹
底
的
に
解
説
し
て
み
せ
る
王
琦
だ
が
、
一
方
で
は
、
行
き
過
ぎ
た

訓
詁
主
義
へ
の
警
戒
も
指
摘
す
る
︒﹁
悩
公
﹂（
巻
二
）
の
末
尾
に
注
し
て
言
う
︒

琦
按
、
董
氏
註
以
為
紀
夢
之
作
、
蓋
縁
結
語
而
附
会
之
︒
姚
仙
期
本
中
諸
註
悉
従
其
説
、
殊
失
賀
意
︒
呉
氏
所
云
、
可
云
超
乎

諸
説
之
上
者
也
︒
然
細
読
本
文
、
有
重
複
処
、
又
有
難
解
処
、
当
是
取
一
時
謔
浪
笑
傲
之
詞
、
歓
娯
遊
戯
之
事
、
相
雑
而
言
︒

読
者
略
其
文
通
其
意
可

0

0

0

0

0

0

0

也
︒
若
句
句
釈
之
、
字
字
訓
之
、
難
乎
其
説
矣
︒

琦
按
ず
る
に
、
董
氏
註
は
以
て
夢
を
紀
す
の
作
と
為
す
、
蓋
し
結
語
に
縁
り
て
之
れ
を
附
会
す
る
な
り
︒
姚
仙
期
（
佺
）
本
中

の
諸
註
は
悉
く
其
の
説
に
従
い
、
殊
に
賀
の
意
を
失
う
︒
呉
氏
（
炎
牧
）
の
云
う
所
、
諸
説
の
上
に
超
た
る
者
と
云
う
べ
し
︒

然
れ
ど
も
本
文
を
細
読
す
れ
ば
、
重
複
す
る
処
有
り
、
又
た
難
解
な
る
処
も
有
り
、
当
に
是
れ
一
時
の
謔
浪
笑
傲
の
詞
、
歓
娯

遊
戯
の
事
を
取
り
て
、
相
い
雑
え
て
言
う
べ
し
︒
読
む
者
は
其
の
文
を
略
し
て
其
の
意
に
通
ず
れ
ば
可
な
り
︒
若
し
句
句
に
之

れ
を
釈
し
、
字
字
に
之
れ
を
訓
ず
れ
ば
、
其
の
説
を
難か
た

く
す
る
な
り
︒

﹁
悩
公
﹂
の
解
釈
に
つ
い
て
、
王
琦
は
先
人
の
説
を
紹
介
し
、
判
断
を
加
え
つ
つ
、
続
け
て
言
う
︒
一
句
一
句
、
或
い
は
一
字
一

字
の
詳
細
な
訓
詁
に
拘
泥
し
て
は
、
作
品
の
理
解
を
困
難
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
、
と
︒
こ
れ
は
先
に
検
討
し
て
き
た
王
琦
の
解
釈

態
度
と
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
王
琦
は
李
賀
詩
の
語
句
を
詳
細
に
解
読
す
る
一
方
で
、
決
し
て
注
釈
の

目
的
を
そ
こ
に
は
置
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
最
終
的
な
目
的
は
飽
く
ま
で
も
詩
意
の
理
解
に
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
両
者
に
さ

ほ
ど
矛
盾
は
な
い
︒
詩
意
を
損
な
い
か
ね
な
い
ほ
ど
の
訓
詁
へ
の
執
着
は
、
王
琦
に
と
り
批
判
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は

か
つ
て
自
身
の
注
釈
を
﹁
釈
事
忘
意
﹂
と
批
判
し
た
王
琦
の
反
省
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
︒
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四　

劉
辰
翁
評
点
と
の
比
較

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
李
賀
詩
王
琦
注
に
は
、
李
賀
詩
を
理
解
可
能
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
解
釈
し
、
そ
し
て
作
者
の

意
図
で
は
な
く
テ
ク
ス
ト
の
意
味
（
＝
詩
意
）
を
追
求
す
る
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で
き
る
︒
そ
し
て
そ
の
理
解
可
能
性
を
求
め
る
過

程
で
、
必
ず
し
も
文
献
的
根
拠
を
持
た
な
い
あ
り
得
べ
き
典
故
や
本
事
、
伝
記
を
想
定
す
る
と
い
う
解
釈
上
の
操
作
も
そ
こ
に
は
見

ら
れ
た
︒

で
は
、
か
か
る
王
琦
注
の
解
釈
学
的
特
徴
を
劉
辰
翁
評
と
比
較
し
た
と
き
、
そ
こ
に
い
か
な
る
解
釈
学
的
な
論
点
が
見
出
せ
る
で

あ
ろ
う
か
︒
最
後
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒

筆
者
は
か
つ
て
劉
辰
翁
の
評
点
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
劉
辰
翁
評
の
読
み
の
特
徴
と
し
て
、
情
の
重
視
や
作
者
と
の
同
化
な
ど
を

指
摘
し
た
⎠
₁₉
⎝

︒
そ
れ
ら
は
中
国
の
注
釈
の
主
要
な
方
法
論
で
あ
る
実
証
主
義
へ
の
批
判
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し
て

同
時
に
、
王
琦
注
と
最
も
対
照
的
な
部
分
で
も
あ
る
︒
王
琦
は
テ
ク
ス
ト
の
意
味
を
重
視
し
、
作
者
の
意
図
に
対
し
て
は
終
始
慎
重

な
態
度
を
と
る
︒
こ
れ
は
つ
ま
り
、
自
分
自
身
を
作
品
の
外
に
置
き
、
作
者
自
身
の
主
観
性
を
追
求
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
︒
一
方
、
情
の
感
得
を
重
視
す
る
劉
辰
翁
は
、
解
釈
の
際
に
作
者
自
身
や
作
中
人
物
の
主
観
性
へ
と
自
身
の
主
観
を

没
入
す
る
こ
と
を
避
け
な
い
︒
そ
れ
ゆ
え
、
没
入
の
果
て
に
、
そ
こ
に
作
者
や
作
中
人
物
の
情
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
些

末
な
訓
詁
に
つ
い
て
は
﹁
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
い
う
発
言
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
先
に
見
た
﹁
秋
来
﹂
に
つ
い

て
、
劉
辰
翁
は
、

桐
風
驚
心
壮
士
苦
、
衰
灯
絡
緯
啼
寒
素
︒
誰
看
青
簡
一
編
書
、
不
遣
花
虫
粉
空
蠹
︒

思
牽
今
夜
腸
応
直
、
雨
冷
香
魂
弔
書
客
︒
秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩
、
恨
血
千
年
土
中
碧
︒

非
長
吉
自
挽
耶
︒
只
秋
夜
読
書
自
弔
、
其
苦
何
︒
其
険
語
至
此
、
然
無
一
字
不
合
︒
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長
吉
の
自
ら
挽と

む
らう

に
非
ざ
る
か
︒
只
だ
秋
夜
に
書
を
読
み
自
ら
弔
う
、
其
の
苦
し
み
や
何
ぞ
や
︒
其
れ
険
語
此
に
至
る
、

然
れ
ど
も
一
字
と
し
て
合
わ
ざ
る
無
し
︒

と
言
う
︒﹁
長
吉
自
挽
﹂
と
は
、
こ
の
詩
を
作
っ
た
と
き
の
李
賀
本
人
の
心
情
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
劉
辰
翁
は
詩
の
な
か
に
ひ
た
す

ら
作
者
李
賀
の
﹁
苦
﹂
を
見
る
︒
そ
し
て
、
そ
れ
を
感
得
す
る
と
、
詩
中
の
﹁
険
語
﹂
は
何
ら
奇
な
る
も
の
で
は
な
く
な
る
︒
何
故

な
ら
、
李
賀
の
﹁
苦
﹂
を
読
み
手
で
あ
る
劉
辰
翁
に
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
こ
で
は
例
え
ば
﹁
香
魂
﹂
と
は
何
な
の
か
、﹁
鮑

家
﹂
が
誰
な
の
か
、
な
ど
の
問
題
は
も
は
や
問
題
に
は
な
ら
な
い
︒
自
分
で
自
分
を
弔
う
作
者
の
﹁
苦
﹂
こ
そ
が
、
こ
こ
で
は
劉
辰

翁
の
読
み
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

一
方
、
王
琦
は
詩
意
こ
そ
説
明
す
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
作
者
で
あ
る
李
賀
本
人
の
感
情
へ
と
迫
る
こ
と
は
し
な
い
︒

苦
心
作
書
、
思
以
伝
後
、
奈
無
人
観
賞
、
徒
飽
蠹
魚
之
腹
︒
如
此
即
令
嘔
心
鏤
骨
、
章
鍛
句
錬
、
亦
有
何
益
︒
思
念
至
此
、
腸

之
曲
者
亦
幾
牽
而
直
矣
︒
不
知
幽
風
冷
雨
之
中
、
乃
有
香
魂
愍
弔
作
書
之
客
︒
若
秋
墳
之
鬼
、
有
唱
鮑
家
詩
者
︒
我
知
其
恨
血

入
土
、
必
不
冺
滅
、
歴
千
年
之
久
、
而
化
為
碧
玉
者
矣
︒
鬼
唱
鮑
家
詩
、
或
古
有
其
事
、
唐
宋
以
後
失
伝
︒

苦
心
し
て
書
を
作
り
、
以
て
後
に
伝
え
ん
こ
と
を
思
う
も
、
人
の
観
賞
す
る
無
く
、
徒
だ
蠹
魚
の
腹
を
飽
か
し
む
る
の
み
な
る

を
奈い
か
ん

せ
ん
︒
此
く
の
如
け
れ
ば
即た

令と

い
嘔
心
鏤
骨
、
章
鍛
句
錬
す
れ
ど
も
、
亦
た
何
の
益
ぞ
有
ら
ん
︒
思
念
し
て
此
に
至
る

に
、
腸
の
曲
が
れ
る
者
も
亦
た
幾
ど
牽
か
れ
て
直
な
り
︒
知
ら
ず
幽
風
冷
雨
の
中
、
乃
ち
香
魂
の
作
書
の
客
を
愍
弔
す
る
有
る

を
︒
秋
墳
の
鬼
の
若
き
は
、
鮑
家
の
詩
を
唱
う
者
有
り
︒
我
知
る
其
の
恨
血
は
土
に
入
り
、
必
ず
冺
滅
せ
ず
、
千
年
の
久
し
き

を
歴
て
、
化
し
て
碧
玉
と
為
る
者
な
る
を
︒（
後
略
）

両
者
を
比
較
し
た
と
き
―
注
釈
と
評
点
と
い
う
形
式
に
か
か
る
違
い
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
―
王
琦
の
注
釈
は
主
観
を
介
在
さ
せ

な
い
客
観
的
な
解
釈
で
、
一
方
劉
辰
翁
の
評
は
主
観
的
な
印
象
で
あ
り
、
感
想
で
あ
る
と
、
我
々
の
目
に
は
映
る
だ
ろ
う
︒
そ
し
て
、

研
究
の
場
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
王
琦
の
手
法
の
方
が
よ
り
多
く
是
と
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
片
付
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け
て
し
ま
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
︒

両
者
の
読
み
の
違
い
に
は
、解
釈
に
お
け
る
﹁
適
用A

nw
endung

﹂
や
﹁
作
用W

irkung

﹂
の
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

テ
ク
ス
ト
の
意
味
の
解
読
に
終
始
し
、
解
釈
主
体
で
あ
る
自
身
を
テ
ク
ス
ト
の
外
に
置
き
、
作
者
の
意
図
の
詮
索
―
そ
れ
は
往
々
に

し
て
自
身
の
主
観
を
作
品
に
没
入
さ
せ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
―
に
終
始
慎
重
な
態
度
を
と
り
続
け
る
王
琦
は
、
作
品
の
解
釈
主
体

に
対
す
る
﹁
適
用
﹂
を
回
避
す
る
︒
少
な
く
と
も
解
釈
の
場
に
お
い
て
、
王
琦
は
李
賀
詩
に
〝
感
動
〟
は
し
な
い
︒
一
方
、
詩
を
自

身
に
適
用
し
、
解
釈
主
体
の
主
観
を
作
品
中
に
没
入
さ
せ
、
そ
こ
に
共
感
或
い
は
感
得
可
能
な
情
を
読
み
取
る
劉
辰
翁
は
、〝
感
動
〟

す
る
︒解
釈
主
体
と
作
品
テ
ク
ス
ト
の
関
係
は
、解
釈
を
行
う
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
︒王
琦
と
劉
辰
翁
の
読
み
の
態
度
の
違
い
は
、

い
わ
ゆ
る
客
観
的
と
主
観
的
と
の
違
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
釈
の
場
に
お
い
て
解
釈
主
体
と
作
品
テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
な
関
係
に

置
く
の
か
、
解
釈
主
体
に
対
す
る
作
品
の
適
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
違
い
に
よ
っ
て
、
同
じ

作
品
の
読
み
方
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
得
る
の
か
、な
ど
の
解
釈
学
的
に
興
味
深
い
問
題
を
我
々
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

五　

お
わ
り
に

王
琦
と
劉
辰
翁
の
解
釈
に
お
け
る
違
い
は
、
飽
く
ま
で
も
違
い
で
あ
り
、
そ
の
是
非
を
論
じ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
︒
読
み
と
は

多
様
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
作
品
の
解
釈
に
は
様
々
な
立
場
や
態
度
、
手
法
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
︒
然
る
に
、
中
国
古
典

文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
同
じ
作
品
に
対
す
る
解
釈
の
違
い
こ
そ
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
と
比
較
し
て
、
解
釈
の

手
法
や
態
度
の
違
い
に
つ
い
て
の
議
論
は
さ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒
そ
し
て
、
我
々
が
李
賀
詩
を
読
む
際
に

は
、
劉
辰
翁
評
よ
り
も
王
琦
注
の
方
を
頼
り
に
す
る
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
︒
そ
れ
は
、
出
典
や
用
例
を
用
い
た
語
義
の
確
定
に
基
づ

く
我
々
の
読
み
の
方
法
と
王
琦
の
そ
れ
が
合
致
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
︒
そ
の
際
、主
観
的
な
印
象
批
評
と
称
さ
れ
る
劉
辰
翁
評
は
、
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我
々
の
読
み
の
参
考
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
︒
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
我
々
自
身
の
解
釈
の
手
法
の
固
定
化
を
示
し

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
︒
王
琦
と
劉
辰
翁
の
解
釈
の
手
法
の
違
い
か
ら
何
を
学
び
、
我
々
自
身
の
解
釈
の
手
法
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
︒
文
学
研
究
の
根
幹
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
、
解
釈
の
手
法
の
問
題
は
今
後
も
考
察
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

本
稿
で
は
王
琦
注
に
つ
い
て
ご
く
一
部
の
論
点
を
考
察
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
古
典
を
解
釈
す
る
際
の
﹁
歴

史
意
識historisches B

ew
usstsein

﹂
の
問
題
や
、
語
句
の
訓
詁
に
お
け
る
解
釈
学
的
循
環
の
問
題
な
ど
、
王
琦
注
を
題
材
に
議
論

す
る
こ
と
の
で
き
る
問
題
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

注（
1
） 

李
賀
詩
へ
の
劉
辰
翁
評
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁
劉
辰
翁
の
評
点
と
﹁
情
﹂﹂（﹃
日
本
中
国
学
会
報
﹄
六
二
、二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
︒

（
2
） 

﹃
文
学
遺
産
﹄
二
〇
〇
八
年
第
五
期
︒

（
3
） 

﹃
聯
城
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）﹄
二
〇
一
三
年
第
二
期
︒

（
4
） 

﹃
文
献
﹄
二
〇
一
四
年
三
月
第
二
期
︒

（
5
） 

斉
召
南
﹁
李
太
白
集
輯
註
序
﹂（﹃
李
太
白
全
集
﹄︹
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、中
華
書
局
、一
九
七
七
年
︺
下
冊
、一
六
八
二
頁
）
に
見
え
る
語
︒

（
6
） 

﹃
陝
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）﹄
二
〇
〇
七
年
七
月
第
三
六
巻
︒

（
7
） 

以
下
、李
賀
詩
の
本
文
及
び
王
琦
注
の
引
用
は
、﹃
三
家
評
注
李
長
吉
歌
詩
﹄（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
八
年
）
所
収
﹃
彙

解
﹄
に
よ
る
︒

（
8
） 

劉
辰
翁
の
李
賀
詩
評
に
見
え
る
﹁
不
必
可
解
﹂
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
︒

（
9
） 

以
下
、劉
辰
翁
の
評
語
は
昌
平
坂
学
問
所
刊
官
板﹃
呉
正
子
箋
注
劉
辰
翁
評
点
李
長
吉
歌
詩
﹄（﹃
和
刻
本
漢
詩
集
成
﹄唐
詩
第
五
輯
所
収
）に
よ
る
︒

（
10
） 

劉
辰
翁
の
息
子
劉
将
孫
は
﹁
刻
長
吉
詩
序
﹂（﹃
劉
将
孫
集
﹄
巻
九
）
に
﹁
尚
恨
書
本
白
地
狭
、
傍
注
不
尽
意
﹂
と
述
べ
、
劉
辰
翁
が
評
点
の
際

に
対
象
テ
キ
ス
ト
の
余
白
に
直
接
書
き
込
み
を
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
蓋
し
、
書
き
込
み
を
し
な
が
ら
精
読
（
＝
細
読
）
す
る
の
が
劉

辰
翁
の
読
書
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
︒
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（
11
） 

杜
牧
序
文
に
李
賀
詩
を
評
し
て
﹁
雲
煙
綿
聯
、
不
足
為
其
態
也
︒
水
之
迢
迢
、
不
足
為
其
情
也
︒
春
之
盎
盎
、
不
足
為
其
和
也
︒
秋
之
明
潔
、

不
足
為
其
格
也
︒
風
檣
陣
馬
、
不
足
為
其
勇
也
︒
瓦
棺
篆
鼎
、
不
足
為
其
古
也
︒
時
花
美
女
、
不
足
為
其
色
也
︒
荒
国
陊
殿
、
梗
莽
邱
壠
、
不
足

為
其
怨
恨
悲
愁
也
︒
鯨
吸
鰲
擲
、
牛
鬼
蛇
神
、
不
足
為
其
虚
荒
誕
幻
也
﹂（﹃
彙
解
﹄
首
巻
）
と
言
う
︒

（
12
） 
な
お
宋
紅
霞
は
、
王
琦
は
か
つ
て
李
白
の
注
釈
を
作
っ
た
際
に
、
自
分
の
仕
事
を
﹁
釈
事
忘
意
﹂
と
総
括
し
、
そ
の
反
省
を
李
賀
詩
注
に
活
か

し
た
の
だ
と
指
摘
す
る
︒﹁
釈
事
忘
意
﹂
と
は
李
白
王
琦
注
に
対
す
る
趙
信
の
跋
文
に
﹁（
王
琦
）
嘗
謂
余
曰
、李
善
註
﹃
文
選
﹄、有
子
邕
以
続
其
志
︒

此
書
（
＝
王
琦
注
）
之
釈
事
忘
意
、
動
有
無
窮
之
憾
﹂（﹃
李
太
白
全
集
﹄
下
冊
、
一
六
八
五
頁
）
と
あ
る
語
︒

（
13
） 

﹁
秦
王
飲
酒
﹂の
解
釈
に
つ
い
て
は
、現
在
も
議
論
が
続
い
て
い
る
︒
詳
細
は
森
瀬
壽
三﹃
唐
詩
新
攷
﹄（
関
西
大
学
出
版
社
、一
九
九
八
年
）所
収﹁
李

賀
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
考
﹂﹁
李
賀
﹁
秦
王
飲
酒
﹂
再
論
﹂
を
参
照
︒

（
14
） 

齋
藤
晌
﹃
李
賀
﹄（
漢
詩
大
系
一
三
、
集
英
社
、
一
九
六
七
年
）
七
〇
頁
︒

（
15
） 

原
田
憲
雄
﹃
李
賀
歌
詩
編
一
﹄（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
二
〇
七
頁
︒

（
16
） 

奉
礼
郎
も
協
律
郎
も
い
ず
れ
も
太
常
寺
に
属
す
る
︒

（
17
） 

実
際
に
、
前
掲
齋
藤
訳
注
、
原
田
訳
注
、
及
び
鈴
木
虎
雄
﹃
李
長
吉
歌
詩
集
﹄（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
年
）、
さ
ら
に
葉
葱
奇
﹃
李
賀
詩
集
﹄（
人

民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
は
、
こ
の
詩
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
い
ず
れ
も
﹁
李
賀
小
伝
﹂
に
は
触
れ
な
い
︒

（
18
） 

葉
葱
奇
は
こ
の
句
に
つ
い
て
、﹁
古
詩
…
…
、
這
裏
用
来
説
他
妻
子
在
家
生
病
、
自
己
無
法
回
去
看
望
﹂
と
注
す
る
（﹃
李
賀
詩
集
﹄
一
三
頁
）︒

な
お
齋
藤
・
原
田
に
お
い
て
は
、
飽
く
ま
で
も
一
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
、
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
お
り
、
鈴
木
は
妻
に
は
一
切
言
及
し

な
い
︒

（
19
） 

前
掲
拙
稿
を
参
照
︒




